
新折尾駅舎

消 える ２ 賜膠分
左
右
非
対
称
が
特
徴
だ
が
・ 

北
九
州
市
発
表
の
デ
ザ
イ
ン
案

格　　 な 無 ア ‾'! 説 え

式夭　 ｏしン彦唄７
の 正　 ‾ に 八 六　 左

特　 引お凛に頂
岫回嗣副げ
史 て　 有史デ呵元し
の ら　

が は ザ　
か た

あ れ　 元語イ こ らし
る た　　 れ ン の は と

現在の折尾駅舎

駅
舎
、
こ
れ
が
私
た
ち
が
次

に
目
指
す
駅
舎
の
イ
メ
ー
ジ

で
あ
り
ま
す
」
。

十
月
 
三
日
開
催
の
イ
ベ

ン
ト

「
あ
り
が
と
う
折
尾
駅

舎
」
の
中
で
、
北
橋
健
治
市

長
が
折
尾
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
案

を
満
を
持
し
て
公
表
し
た
。

折
尾
駅
は
鉄
道
連
続
立
体

交
差
事
業
で
、
メ
イ
ン
改
札

□
が
新
設
さ
れ
る
北
□
に
移

転
す
る
。
当
初
の
新
駅
舎
イ

メ
ー
ジ
は
現
駅
舎
外
観
を
全

く
考
慮
し
な
い
、
あ
り
ふ
れ

た
施
設
外
観
だ

っ
た
。
今
年

二
月
、
地
元
国
体
の

「お
り

お
未
来
21
協
議
会
」
が
北
九

州
市
と
 
 
九
州
に
、
「折
尾

駅
舎
保
全

・
活
用
に
関
す
る

要
望
書
」
を
提
出
。
新
駅
舎

に
つ
い
て

「
歴
史
的
な
外
観

を
有
す
る
建
造
物
」
と
し
て

北橋市長が発表した新駅舎デザイン案

再
現
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。

同
協
議
会
が
示
し
た
イ
メ

ー
ジ
図
で
は
、
新
駅
舎
外
観

は
左
右
非
対
称
案
だ

っ
た
。

市

・
折
尾
総
合
整
備
事
務

所
に
よ
れ
ば
、
新
折
尾
駅
舎

の
デ
ザ
イ
ン
に
っ
い
て
は
大

学
教
授
な
ど
で
構
成
す
る
「新

折
尾
駅
周
辺
整
備
検
討
会
」

（会
議
は
非
公
開
）
の
第

一
回

会
合
で
協
議
。
市
が
大
正
五

年
当
時
の
デ
ザ
イ
ン
を
忠
実

に
再
現
す
る
左
右
非
対
称
案

と
、
左
右
の
鉄
道
高
架
部
分

と
の
調
和
の
と
れ
た
左
右
対

称
案
の
二
案
を
示
し
た
。

委
員
か
ら
は

「機
能
面
と

デ
ザ
イ
ン
の
連
続
性
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
、
高
架
部

分
の
デ
ザ
イ
ン
も
並
行
し
て

検
討
す
べ
き
」
等
の
意
見
が

出
た
。
委
員
の
意
見
も
参
考

に
最
終
的
に
市
と
 
 
九
州

が
今
回
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
決

定
し
た
。

今
回
の
デ
ザ
イ
ン
案

で
、

駅
舎
外
観
は
決
定
だ
が
、
窓

や
部
材
な
ど
詳
細
な
部
分
は

今
後
、
 
 
と
市
が
検
討
し

て
い
く
と
い
う
。

市
は
大
正
五
年
当
時
の
駅

舎
外
観
に
っ
い
て

「
可
能
な

限
り
再
現
す
る
」
と
の
基
本

的
な
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

新
駅
舎
外
観
に
左
右
非
対
称

案
を
採
用
し
な
か
っ
た
理
由

に
つ
い
て
折
尾
総
合
整
備
事

務
所
は

「
現
在
の
駅
舎
二
階

部
分
は
鹿
児
島
本
線
が
あ
る

た
め
の
機
能
。
新
駅
舎
で
は

そ
の
機
能
は
確
保
で
き
る
」

と
説
明
し
た
。
高
架
部
分
と

の
関
連
で
、
二
階
部
分
の
再

現
が
絶
対
に
出
来
な
い
と
い

「お りお未来 21協議会」 が要望 したイメ ージ図
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
建
築

基
準
法
と
の
か
ね
あ
い
も
あ

る
と
い
う
。

市
議
会
に
折
尾
駅
舎
の
文

化
財
指
定
な
ど
を
求
め
る
陳

情
を
し
て
い
る

「学
園
 
地

一

域
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

蒔
田
加
代
さ
ん
は

「折
尾
駅

は
日
本
最
古
の
立
体
交
差
駅
。

一
階
建
て

（筑
豊
本
線
）
と

二
階
建

て

（鹿
児
島
本
線
）

の
左
右
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ

る
こ
と
が
、
立
体
交
差
駅
の

証
明
で
あ
り
、
日
本
唯

一
。

こ
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
な

デ
ザ

イ
ン
無
し
に
折
尾
の
歴
史
は

語
れ
な
い
ほ
ど
重
要
な
も
の
。

歴
史
文
化
を
伝
え
て
い
か
な

い
と

い
け
な

い
。

そ

の
た
め

に
も
左
右
非
対
称
に
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。


